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第 1 0 次 第 4 回 苫 小 牧 市 廃 棄 物 減 量 等 推 進 審 議 会 会 議 録

（山村室長）

本日は、お忙しい中ご出席をいただきましてありがとうございます。

司会を担当します環境衛生部ゼロごみ推進室、室長の山村でございます。

本日は、先ず委員構成の変更についてご報告をさせていただきます。本審議会の今回の開催案内を

送付いたしましたところ、A委員のご家族から、平成２６年４月２８日に委員がお亡くなりになって

いたとの連絡が御座いました。Ａ委員は市民公募による委員であり、第１０次審議会委員の残り任期

は半年を切っておりますので追加公募は行わず、本審議会を委員１９名に欠員１名による構成に変更

することといたしましたことをご報告いたします。なお、Ａ委員には、謹んでご冥福をお祈り申し上

げます。

さて、この委員構成の変更を踏まえまして、本日は委員１９名中１７名の出席となっておりまして、

「苫小牧市廃棄物の処理及び清掃に関する条例」及び「同施行規則」により、審議会成立の要件であ

ります半数以上の出席を得ておりますので、ただ今から、第１０次第４回苫小牧市廃棄物減量等推進

審議会を開催いたします。

それでは、開会にあたり橋本会長よりご挨拶をお願いします。

（橋本会長）

本日は、大変お忙しい中、第４回審議会にご出席いただきましてありがとうございます。

ただいま、事務局から報告がありましたとおり、この１０次の審議会のＡ委員がお亡くなりになっ

たということにたいして、心よりご冥福をお祈りするところでございます。

前回の第３回は視察というかたちでの開催でしたので、質疑というかたちでの開催はおおよそ１年

ぶりという事になります。この間、ごみ減量とリサイクル推進は市民の関心が高い分野でしたので、

新聞等で関連記事をよく目にしております。最近も、そのような新聞記事を目にする事がございまし

た。そのたびに、市民理解をうるために丁寧な説明ができているのか、本当に気にかけていたところ

でございます。

さて、本日の内容ですが、平成２５年７月の家庭ごみ有料化開始から１年経過しましたことから『家

庭ごみ有料化開始後１年の状況について』の報告を受けることとしております。

この家庭ごみ有料化につきましては、平成２３年３月に家庭ごみの有料化について答申書を出して

おり、私も答申書の起草委員会として参画しておりましたので、非常にその内容を気にしているとこ

ろでございます。先ず、この時の答申というのは有料化がありきではなくて、有料化がごみ減量化の

大きな一つの手段であるということを謳っております。ごみ減量ができなければ、有料化というもの

は有料化ありきという風になってしまいます。また、その時に市民周知を徹底して行うようにという

事を答申書に重ねて発言したという事を覚えております。今回は、それらの内容について報告してい

ただけるものと存じております。

また、稼働開始後１５年が経過している沼ノ端クリーンセンターについて、今後の安定操業のため

に必要な基幹的設備の改修である『沼ノ端クリーンセンターの長寿命化について』の説明を受けるこ
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ととしております。

これらについて、委員の皆さまから忌憚のないご意見をいただきたいと考えておりますので、よろ

しくお願いいたします。

簡単ではございますが、開会にあたりましてのご挨拶とさせていただきます。

以後の議事は着席にて失礼いたします。

（山村室長）

橋本会長ありがとうございました。それでは会議規則に従いまして、会議の進行を橋本会長にお願

いいたします。

なお、会議の進行にあたりましては、前回の会議の際にもお願いしましたが、ご発言なされる場合

には、委員の皆さまの前にありますマイクの赤いランプが点灯していることを確認した上で、ご発言

くださいますようお願いいたします。

それでは、橋本会長、よろしくお願いいたします。

（橋本会長）

それでは、会議次第に従いまして会議を進めさせていただきます。

本日の審議会の開催時間は２時間程度とし、概ね４時ごろ閉会と考えておりますので、議事進行へ

のご協力の程、よろしくお願いいたします。

本日は２件の議事となっております。最初に「家庭ごみ有料化開始後１年の状況について」を事務

局からの報告後に質疑に入りまして、その後、２件目の議事であります「沼ノ端クリーンセンターの

長寿命化について」事務局からの説明と質疑に入りたいと思いますが、よろしいでしょうか？

＜異議なし＞との声

それでは、１件目について事務局よりご報告お願いいたします。

（事務局）

＜説明省略＞

（橋本会長）

ただ今の報告に対しまして、質問、ご意見がございましたらお願いします。

先ほど言いましたように、ごみが減量されてなかったらどうしようかと思っておりましたが、無事

減量はされているみたいなんですけども、まだまだ問題もあると思いますし、このへんどうなってい

るのかというようなことがございましたら。

はい、Ｂ委員お願いいたします。

（Ｂ委員）

今、報告を聞いてごみが減量しているという、家庭ごみも減量しているということを聞いたんです

けども、いま家庭でごみの収集というのは週２回あるわけですね。これだけ減ってくとまだこれから

努力して減ると、たとえば収集を収集の経費の削減するために週１回とか、そういうことも検討にあ

るのかというのを聞きたいんですけども。

（橋本会長）

ごみの収集回数についてですね？
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（Ｂ委員）

はい。

（山村室長）

今、Ｂ委員の方からご質問がございました。燃やせるごみの方のお話しだと思ってお聞きしており

ました。燃やせるごみには厨芥類、ようするに生ごみが含まれておりますので、実際燃やせるごみも

かなり減ってはきているんですが、ただその厨芥類、生ごみの方をそれでは１週間ずっと置いとける

かというと、なかなか置いとけないのが現状でございますので、今考えておりますのは、このままご

み量が減っても、燃やせるごみについては週２回のまま進んでいきたいというふうに考えておりま

す。

（橋本会長）

はい、よろしいでしょうか、他にございますか。

はい、Ｃ委員。

（Ｃ委員）

現実問題ですね、不適切排出というか、きちんと出されていないのは何％くらいあるんでしょうか

ね。それで、その不適切がされてないということであれば、戸別回収というのも考えられるのではな

いのかなというのもあったんですよね。やっぱり、適切に処理されるためには自分の家のごみは自分

の家で出してもらえれば出し方もきちんとなると思うし、だから、実際だいたいどれくらいの不適切

な排出ってあるんでしょうかね。

（西田部長）

今、不適正排出の割合というお話しですが、資料編の１２ページ見ていただきたいと思います。で、

これを見ていただくと、だいたい月に１，０００件前後が不適正排出の件数です。で、１,０００件も

あるのかというふうにお思いがちだと思います。これ月に１，０００件。ですけども、１ヵ月に燃や

せるごみだとかプラスチックだとか、紙だとか燃やせないごみだとか、いろんな収集もありますよね。

それらも全部含めると、だいたい１ヵ月あたりにうちが収集する戸数というのはだいたい１００万ぐ

らいはあるはずです。１００万戸分の１，０００件ていうふうに考えると、だいたい０.１％の件数の

割合になってます。で、これが多いか少ないかというふに考えるんですけども、まぁ、ほぼ今言われ

てるのは戸建の住宅というのか一戸建ての住宅の方は改善がされてきているみたいだと、あとちょっ

とまだ追いついていないのは共同住宅ではないかというふうに考えられますけども、そのへんも共同

住宅の方の協議会、先ほども報告いたしましたけども、そちらとも協議しておりまして、いろんな施

策をしてるところであります。一応そんなところでよろしいですか。

（橋本会長）

はい、Ｄ委員

（Ｄ委員）

あの、素朴な質問なんですけれども、不法投棄がまだどのくらい増えているのか、まぁ、この資料

によりますと平成２５年度では減っていますけれども、現実、私が見るところ、かなり昨年まではな

かった所に不法投棄というものがなされているんです。それで、パトロールされている方に聞きまし

たら写真を撮るだけだということでした。それで、それは回収されないまま、そこにそのままずっと

あるんですね。この不法投棄されたものは一体どこで誰がそれを回収することになるんでしょうか。

なんていうんでしょうか。そのままなんですね。もう、半年以上ずっと不法投棄のままの家庭ごみが
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普通の袋に入れられているという状況です。

（山村室長）

はい、不法投棄の件ですが、不法投棄に関しましては、まず、第一としましてはそこの土地の所有

者の責任というのが絡んできます。例えば、道路用地に物が捨てられてあれば、そこの道路用地を管

理されている市道であれば市の維持課とか国道であれば国、道道であれば北海道というところが処分

することになります。で、私共は不法投棄をされている場所をまず見つけて、それを警察の方に報告

はしております。あとは、私共の方は中身を開封したりとか持ち主は誰かをまず突き止めたいもので

すから、その調査をしながら今年に入ってからはかなり捨てた方が結構確認できるような物もありま

して、そちらの方は警察の方から罰金なり、うちの方から始末書を取るなりしながら、その捨てた方

がわかればその方が処理するというようなかたちになります。ただ、先ほど言ったように、物として

そこの用地の管理者の方でわからないところに関しましては、市の方で私共が行って、それをうちの

方の事務所に持ってきたりとかしながら、それと警察と絡めながら共同しながらやっているのが現状

です。ただ今おっしゃってたようにしばらく置いてあるいうことで、そこの部分うちの方で見落とし

ているわけでもないようなお話しでしたので、そのへんは多分私共としても土地の所有者とか調べな

がら、そのへんは調査しているのかというふうに考えております。

（橋本会長）

ごみステーションで？

（山村室長）

ステーションではないですよね？

（Ｄ委員）

牧草地の中ですとか、道の脇ですとか、それから林道の中とかそういったところですよね。たぶん

これ市の管理課ではない、管理地のところもあれば私有地ってこともありますね、ただ持ち主がそこ

に捨てるってことはありえなくて、外から持ち込んでるわけですから、これがそのままになっている

というのはこれはかなりよくない状況だなと感じています。

（稲葉課長）

清掃事業課、稲葉と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

いま、不法投棄の対応のお話しだったんですけども、今年度もすでにかなりの対応をしてきている

んですけども、まずはじめに、室長からもお話したかと思いますけど、まず所有者を調べるというこ

とが前提になります。それで、所有者に対して適正になんとかならないかということとあわせてです

ね、まず、警察のほうに対応をお願いするかたちになります。というのは、私どもの方は調査はでき

るんですけども捜査権がございません。それで、品物がわかったにしろ警察のほうと協議しながら産

業廃棄物になるのか、あるいは個人で捨てた物になるのかというのを判断しながら対応してきている

状況になります。で、今のところ先ほどもお話が出てましたとおり、まず最初に写真を撮って警察の

ほうと対応を協議します。で、警察のほうで調査が必要というかたちになりますと私共のほうで一度

保管してくれというかたちになるものですから、それをまず持ってきて原因者と言いますか犯人がわ

かればすぐ警察のほうで相手のほうに対応してもらうというかたちになります。ただ、わからない状

況がかなり多いという状況にありますので、私どものほうの敷地内で保管しているというのも現状で

す。ただ、あきらかに一般家庭のものですとか、そういうものになりますと所有者に対してこれを処

理していただきたいっていう郵送の手紙を出すんですけども、なかなか地元にいない方もいらっしゃ

いますんで、なかなかそういう部分では処理していただけないという現状もございます。ただ、今年
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度に入って昨年度あたりからですね、かなりの件数があるんですけども、警察への通報して実際に対

応しているのが９件から１０件くらいの対応はされています。これは、基本的に警察が対応するって

いうことは処分するってかたちになりますんで、そういうことも含めてですね、私どもの不法投棄対

策としてですね、ホームページの方にそういう犯罪になりますというかたちの周知も進めていくとい

うこともしています。で、あともう一つ対応としては、今年度検討しているのが監視カメラを一応視

野に入れながら不法投棄対策をとっていきたいと思います。よろしくお願いいたします。

（橋本会長）

よろしいですか、他にございますか。

（Ｅ委員）

はい。私も勉強不足なので教えていただきたいところがあるんですが、有料化になってごみが減る

というのは、なんとなく若干わからなくもない気はするんです。この表を見ると燃やせるごみ、燃や

せないごみはお金がかかるから分類しようって意識が働くのは、もちろん有料化なのでわかると思う

んです。で、いくのであれば紙、缶、ビン、ペットボトルとか増えるだとか若干２００トンとか増え

てたりするんでしょうけど４分の１も減るロジックが僕にはわからないんですよね。ごみは出るはず

なので分類が変わったっていうんであればわかるんですけど、ごみ全体が４分の１も減るっていうロ

ジックを教えていただければと思います。

（西田部長）

有料化したことによってごみが例えば２３％ですか、今回は、２３％減ったこの２３％は一体どこ

にいったんだろうというご質問ですよね。で、有料化、道内でももうほとんど９０何％が有料化して

います。で、皆各地に調査をしても、この２０数％どこへいったかはわからないというのが解答で返

ってきます。ただ、やっぱり有料化することによって分別意識が働くだとかそういう意識改革は市民

の中には出てくる。で、例えば無料で配布しますよというようなチラシ、ポケットティッシュ等とい

ろんな物があると思うんですけど、そういう物を家に持ち込まなくなるっていうのも一つの要因だと

思います。で、今まではくれるものはなんでも貰おうっていうパンフレットでも何でもいいや貰おう

って、これも無料だからただ後でごみで投げればいいやって意識が少しずつ変わってきているんでは

ないか、とか、あとこれ集団回収もそうなんですけど、集団回収１，０００トンも増えるっていうの

はよっぽどのことがないと１，０００トンも増えないんです。普通は。ただ、この１，０００トンは

たぶん新聞だとかダンボールだとか、これが集団回収のほうにまわった。ただ、これも１，０００ト

ンです。ですから、この２３％がすべて１０，０００トンですよ。１０，０００トンがすぽーんとな

くなるというのは、やはり貰わなくなったり集団回収のほうにまわせるものはまわす、拠点回収のに

まわせるものはまわす、そういう意識が市民の中に出てきてる。また、生ごみやなんかも自分でリサ

イクルできるものはリサイクルしよう。で、ごみには出さないようにしようという意識が強く出てき

ている結果だということでしか、この１０，０００トンが本当にどっかにいったんだろうっていうの

が皆さん不思議がるとこですけども、各地も同様の答えで有料化始める前もなぜ減るんだろうという

のは非常に難しいところでしたけども、結果としてもやっぱり今意識が変わってそういうふうになっ

てんだろうということでしか、私どもも把握できないとこです。

（橋本会長）

はい、Ｅ委員。

（Ｅ委員）

拠点回収は、この３ページの中に入っていないっていう形式でよろしいんですね。
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（西田部長）

えっと、ここの家庭ごみ等の推移の中の２３％減これはあくまでもステーション回収のみです。

で、４ページのほうの拠点回収は、また別途集めてますんで、あくまでもステーションから出てくる

ものはこう、一部大型ごみは入ってますよ。だから、うちで収集しているものについて、収集ってい

うのかな、ステーション収集しているものは３ページの表で、４ページだとか５ページだとかはうち

で収集、別途収集してますんでそれは入ってません。

（橋本会長）

はい、どうぞＥ委員。

（Ｅ委員）

それでしたらおそらくごみ量の比較だとわかりにくい。ごみ量ではないってことですよね。ステー

ション回収量が減ったことだとは、そういう認識ではない。そういう認識で、よろしいってことです

よね。この２３％減はステーション回収量が減ったっていうことで、よろしいということですか。

（西田部長）

えっと、あくまでも３ページの３４，０４２トンこれはステーションだとか大型ごみだとか、そう

いう回収量です。拠点回収とか集団回収は入ってないです。

（橋本会長）

ただ集団回収を入れてもすべて、その２３％には達しないっていうことですよね。その結果リデュ

ースうちの中に物を持ち込まないという、そういう市民意識が芽生えたんではないかということでよ

ろしいんですね。

じゃ、Ｅ委員。

（Ｅ委員）

すいません、何度も。なのでこの３番がごみ量の比較だと全体のごみ量が減ったんだと勘違いされ、

総論としてね、思ってしまう可能性があるので、この表記というの変えたほうがもっとわかりやすい

のかなということと、やはりその、やっぱ減って、なんでかはもちろん意識で減ってる部分はおおい

にあるんでしょうけれども、やはりそのへんがある程度の検証をしなければやはり不法投棄の問題も

出てくるとは思うので、ただ単純に減ったって手放しに喜ぶんではなく、本当になんで減ったのかま

で突き詰めなければ海に流されてるっていう話もあるかもしれないので、そこまで検討されなければ

本当に効果が出てるかっていうのはできないかと思いますね。大変かと思いますけど、よろしくお願

いします。

（橋本会長）

じゃ、今後もこの中身をきちんと検証して、実際にどのように、まぁ集団回収にまわっているのか、

不法投棄にまわっているのか、より一層これをきちんと検討してほしいということでよろしいでしょ

うか。はい、わかりました。

他になにか、はい、Ｆ委員。

（Ｆ委員）

そうしますと、これ８ページのですね、１人１日あたり家庭ごみの排出量５３６g というものは集

団回収というものは含まれていないと解釈してよろしいでしょうか。
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（山村室長）

はい、こちらのほうの５３６g のほうには集団回収とかは入っていません。

（橋本会長）

よろしいですか。

他に、たとえばこういう説明があったけれども、実際自分の周りは違うよと、先ほどのＤさんの話

があったんですけれども、そういうようなことでもよろしいんですが。

それではまた、最後に全体を通してご質問ご意見を承りたいと思いますので、次に『沼ノ端クリー

ンセンターの長寿命化について』に移りたいと思います。それでは事務局からご説明をお願いいたし

ます。

（事務局）

＜説明省略＞

（橋本会長）

『沼ノ端クリーンセンターの長寿命化について』事務局から説明がありましたが、これについて何

かご質問は。

はい、Ｂ委員。

（Ｂ委員）

今、説明を聞いたんですけども、沼ノ端クリーンセンターは、１５年は経っているわけですよね。

この長寿化っていうのは何年持つ計画で４３億円投資する計画なんでしょうか。

（黒川課長）

施設管理課の黒川と申します。よろしくお願いいたします。

一応、あの長寿命化を工事いたしますと、概ね１５年程度は使えるような状況になるかと考えてお

ります。

（Ｂ委員）

１５年ったら、１年あたり３億円くらいですか。そのくらいの膨大の費用なんですよね。改修でこ

の新しく付けた１５年っていうふうに本当にいくんですか。

（黒川課長）

沼ノ端クリーンセンターはですね、建設にあたっては、約１２０億かかっております。このような

なかでですね、今後いろいろな部分が壊れてきますので、それを補修するとゆうものも考えましてで

すね、あわせて長寿命化をする場合と、まぁ、いろいろとこう検討した結果です。先ほどお話ししま

したけども長寿命化計画というなかで経費を比較をいたしました。で、一応この４３億程度の金額が

かかるんですが、こちらのほうが経費的には安いと。で、この経費のほうの関係ですけども交付金事

業ということでございまして、国のほうからですね多額の３分の１をですね、交付金が支給されると

うことでありましてですね、この制度を利用いたしましてですね今回長寿命化を計ろうと、そのよう

に考えておりますので、ご理解いただいたいと思います。

（橋本会長）

はい、よろしいでしょうか。
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他にございませんか。

それでは、なければせっかく今日、多くの委員の皆さんに来ていただいているので、この２件の報

告と有料化のこの１年の雑感みたいなものを、ちょっとお聞かせいただければなと思います。あの、

まだ４時まで時間がございますので。でも、その前にまとめなきゃいけないと思いますので、ちょっ

と私から１、２点聞きたいんですけども。

前回の視察で、小型家電の拠点回収についての視察をしてきたんですけれども、この見通しという

のはどういうふうになっているのかというところが１点です。

先ほど不適正排出のところで、ステーション以外のところに捨てられた不法投棄の解答はあったん

ですけれども、ステーションへの不適正排出の場合はどういうふうになっているのか改めてお聞きし

たいなと、この２点をお聞きして、あと、ちょっとご発言のなかった委員の皆さまにちょっとこの雑

感でよろしいので、お聞きしたいなと思うんですが、よろしくお願いいたします。

（相木課長）

ただいま橋本会長からご質問等がございまして、私のほうからですね、小型家電の関係でお話しさ

せていただきたいと思います。

今年の５月に第３回ということで、石狩のほうにございます㈱マテックさんというところの、主に

車の解体をやられてる大きな工場なんですけども、そちらで小型家電の回収もしてレアメタル等をリ

サイクルしてる会社を視察いたしましたけれども、苫小牧市も平成２４年から拠点回収ということ

で、まず、イベントの会場を中心に家庭から出る小型家電の回収を始めまして、昨年の４月から市内

に拠点回収の場所を増やしまして、拠点回収ということで拡大をさせていただいております。で、そ

の回収しました小型家電につきましては、苫小牧の東部地域にございますマテック苫小牧支店さんの

ほうにお渡ししまして、そちらのほうでリサイクルしていただいております。今後も回収量は、昨年、

拠点回収の場所も増やしまして、かなり量が増えてございます。で、今年に入りましても、昨年と同

じくらいの回収量の推移できて若干増えているような状況にございますので、今後も拠点回収の場所

も、またさらに増やしていけないかどうか、我々のほうの内部で協議しながらそちらのほうも回収量

の拡大に努めてまいりたいというふうに考えてございます。以上でございます。

（稲葉課長）

不適正排出の関係で、ステーションへの排出ということでの不適正の対応ということなんですけど

も、まず、基本的に不適正って言われているもののなかでいろいろ種類はあるんですけども、有料袋

を使っていない場合、あるいは排出曜日が違うという部分もありまして、そういう部分のなかで、ま

ずはステッカーを貼りましてどういう原因で不適正として判断したのかというものを貼って置いてお

きます。有料袋で出されている場合につきましては、燃やせないごみについては大体週２回やってお

りますので、ある程度は拾い上げることはできるのかなと思うんですけども、一番問題なのは有料袋

を使われていないものが出されている。その際、夏場ですと燃やせるごみというのは生ごみが結構多

い状況にあります。そういう場合あまり長期間置いておくと臭いが出るですとか、カラスに狙われる

というかたちもあるものですから、目処としてはせいぜい２週間程度置いておく。で、不適正の周知

というか投げた方に対して、そういう部分わかってもらいたいということです。で、それでも処理さ

れない場合については、私どもが持ち帰りまして開封調査をします。で、原因者がわかれば私どもが

直接そちらのお宅へ伺って指導する、適正排出を促がすというようなかたちでやってます。そのほか

に、また共同住宅の関係もございます。そういう指導を行ってきたなかで、やっぱり不適正状態の個

人住宅のところにつきましては、ある程度改善が見られてきてはいるんですけども、まだまだ共同住

宅なかでは不適正が見られるというのが顕著になってきておりますので、それにつきましては、この

委員さんのなかにもいらっしゃいますけども、共同住宅のごみ排出マナー改善対策協議会において対

策ですとかも話し合っている状況です。で、現実オーナーさん、管理会社さんを含めて不適正があっ



９

た場合については、そちらのほうに連絡いたしまして対応をお願いしている状況にございます。以上

でございます。

（橋本会長）

ありがとうございます。

それではＧ委員なにか。

（Ｇ委員）

最近、ごみの有料化始まってから我が家でもかなりごみが減ったなとというふうな実感をしており

ます。で、街を歩いていても結構ごみ量がずいぶん減ったなというふうには思うんですけども、構成

比ですね、ごみのなかの紙が多いのか、生ごみが多いのかとかいう構成比があまり書いていないので、

これからどの部分を力入れて減らしていくのか、今後考えていかなきゃいけない問題かなとというふ

うに思います。

もう一つ、やはりステーションの問題で先ほどもいろいろ出てましたけども、やはり幹線沿いにあ

るステーションはわりと不法投棄がしやすいっていうんですかね、そういうようなかたちであります

んで、ステーションの位置なんかもこれから検討しながら改善していったほうがいいのかなと個人的

には思っております。ただ、ごみ量がやはり２割くらい、当初２割から３割くらいの間だろうという

ふうに予測していたんですけども、それがある程度確保できたといいますか達成できたということ

は、今後やはりごみの収集もお金かかりますけども、処理にもお金がかかるわけで、そこらへんをこ

れからどんどん小さくしていく、コンパクトシティの考え方もあると思いますけども、そこらへんで

今後はやはり改善をはかるなら、そこらへんをまた分析しながらやっていかなきゃなと個人的に思っ

ております。以上です。

（橋本会長）

はい、Ｈ委員。

（Ｈ委員）

生ごみの堆肥化を進めるための容器の購入する時の補助、制度っていうの、やっていると思うんで

すけども、今年度そういう予定数に対して申請して、市民からの申請してきた数どのくらいなのか。

それともう一つ、お聞きしたいのは補助の市民の負担率が、２５年度に比べたら２６年度は持ち出

しが多くなったというふうに私は思ってるんですけど、自分が利用してみて。その実態はどうなのか

なということと、もし増えたという市民からの持ち出しの増えたということであれば理由をお聞きし

たいと思います。

（相木課長）

ただいまの生ごみ堆肥化容器の助成の関係のご質問だったと思いますけども、まず堆肥化容器の助

成なんですけども、今年度はコンポストのほうの助成の個数としましては、４００個を予算として計

上させていただいております。それと、電動式生ごみ処理機の助成も行っておりまして、そちらでい

いますと台数で４０台を確保している状況です。今年度の申込状況なんですけども、９月２２日現在

での数字ですけども、コンポストで２２２個、電動式生ごみ処理機のほうの申込で３２個という状況

でございます。もうひとつですね、今、委員さんのほうからご質問がございました助成平均の金額の

ほうのお話しだったかと思いますけども、昨年までは堆肥化容器のコンポストの助成については一律

３,０００円を条件に補助させていただいたんですが、昨年、有料化が始まるっていうこともございま

して、市民の分別する意識もかなり高くなったという影響もございまして、申込がかなり昨年度は多

くございました。で、コンポストでは５００を超える状況で申込がございまして、当初予定してた台
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数というか助成の個数が３００個程度だったもんですから、それをなるべく申込をいただいた方にす

べていきわたるように助成したいということで、補正予算をくみまして希望する方に昨年は助成させ

ていただきました。で、そういう経過もございまして助成するために予算の枠が当然額が必要なもん

ですから今年の予算の積算する時に、できれば希望される方すべてに助成をさせて普及させたいとい

うことも我々のほう考えまして、限られた予算の中で希望される方に助成させて普及させるためには

助成額を多少ちょっと縮小させていただいて、広く使っていただくっていうほうがいいんじゃないか

ということで、今年は上限は３，０００円なんですけども購入金額の２分の１助成させていただくと

いうかたちで変更させていただいたということでございます。

（橋本会長）

よろしいですか、じゃ厨芥類のお話を。

（稲葉課長）

先ほどＧ委員のほうから話でてました、ごみの蘇生ということのなかで、可燃ごみにつきましては

ほぼ５０％弱が厨芥類で、紙類が３分の１くらいということの状況で、あとはその他いろいろな不燃

物も入ってたりだとかっていう状況になっております。あと、不燃ごみの中ではプラスチック類です

とか汚れたものだとか、そういう汚れた物が入っています。で、それが約半分くらいというかたちに

なっております。以上です。

（橋本会長）

じゃ、Ｉ委員なにかご質問ご意見ございますか。じゃ、ごみ減量に対しての。

（Ｉ委員）

あの、減量に対してもそれから分別に対しても、私は１年目２年目に入ってよくここまでやったな、

やれたなていうか感心してるんですよ。ただ、このままもういいんでないかっていうような気持ちだ

けは持ってほしくないな、やっぱり行政が先頭に立ってさらに改善していくとか、さらに高めていく

っていう考えでね、やっていただいて、今のレベルよりも下げることのないようにやってもらいたい

なっていう気持ちはあります。というのは、うちの町内会でも本当に一生懸命やってるんですよ。そ

の結果が出てるなと、それと明野町内会のことを言ったんですけども、他の町内会全部がやっぱりそ

ういうことでやってるんで、その結果が少しずつ出てるだなって、まぁ、問題点も皆さんがね抱えて

ることもあると思います。あるけども良くなってきてるんですよ。これを落とさないように、さらに

高めるようにお願いいたします。それが私の意見です。よろしくお願いします。

（橋本会長）

ありがとうございます。減量審のところでもリバウンドが非常に懸念されるということなんです

が、町内会をはじめ市民の努力でなんとかっていう、こちら側の努力も大切だっていうご意見です。

Ｊ委員は、なにかご質問ご意見ございますか。

（Ｊ委員）

質問はないんですけれども、冬場、雪どけの時に、空き缶とかごみがだんだん出てくるというか、

そのお散歩しながらごみを拾われている方がいらっしゃったりして、そういう車では見えない歩いて

る人は見えるというようなごみは多々目にするのがちょっと悲しいかなっていうふうに感じます。

動物というか、犬の糞を回収していかない、お散歩されて気持ちよくお散歩されているんでしょう

けども、野良猫とかの糞は別としても、やはりちゃんとして欲しいなというのが気になります。
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（橋本会長）

はい、これは排出マナーもあるんですけども、こういった自分のお家から出ないごみの処理につい

ては、たしか袋をいただけるんですよね。

はい、お願いします。

（西田部長）

今のＪ委員のほうから、たとえば犬だとか猫のペットの散歩っていうのかな、マナーのほうですけ

どね、結構そういうのも言われます。やはりこれ苫小牧には条例はないんです。ただ、北海道のほう

でマナーに関する条例がありまして、札幌もそれを適用しているだとか、他では罰則規制までをもや

っているだとかというところもあります。ただ、やはり飼い主のマナーの問題で、飼い主さんになん

とか犬だとか散歩の時のそういう糞を拾う物も用意してくださいとか、ペットボトルにお水を持って

いって、もししたら水をかけてくださいねというのを、先月の広報だと思いますけど、そういうのを

お願いしています。

で、もしたとえば、先ほど言ったように春先に道路にペットボトルが雪に埋もれて出てきたよだと

か、そういう道路の掃除をしたいよとか、もうだいぶ落ちたと思いますけど落ち葉がひどいんだよと

か、そういう公共的の場所のボランティア活動、個人でも結構ですし、企業でもいいし、団体でもい

いですから、そういうボランティア活動する時にはボランティア袋というものを製作しておりますん

で、それを配布してご協力していただいております。先ほど、Ｉ委員のほうからもありましたけども、

やはりせっかくここまで綺麗になったんだから、やはりこれは続けていかなきゃなんないと思ってま

すし、来年この処理基本計画の見直し時期です。そのときにも、やはりこれがどうやって継続できる

のか、またさらに落とせるのかっていうのもありますけども、札幌でも有料化、私どもより３年前に

やってますけど、いろんなことで悩んでまだまだ継続しております。ですので、うちのほうもそうい

うかたちでペットの問題だとかもありますし、ボランティアの問題だとか、とにかくまちを綺麗にし

たいっていう環境美化に今後力をいれていきたいと思います。

（橋本会長）

Ｋ委員、何かご質問ご意見ございますか。

（Ｋ委員）

ごみ分別において、ごみに対する考え方が個人個人、市民の意識改革というか変わってきていると

思っております。それで、ごみステーションを見ても３分の１くらい減ってきているので、だいぶ皆

さんがごみの分別ということで意識されいるので、市のほうのまちかどミーティングとかというのが

すばらしく浸透しているなと思って関心はしております。

それと、年２回のごみの町内会の大掃除がございますが、毎年よりも本当にこのゼロごみ作戦が始

まってから本当に減ってきているなっていうことが、市民というか皆さんの声にあがっております。

それと、個人的なことになるんですけど、わたしの家が公園のちかくにございまして、公園の落葉

が家のほうに飛んでくるんですよね。それで、そういう落葉を拾う場合どういうふうにしたら一番よ

ろしいんでしょうか。

（橋本会長）

今のことをちょっと、はい。

（西田部長）

ボランティア袋をどこで貰えるのかっていうようなことですよね。市役所にこられるのであれば、

市役所８階の環境生活課のほうでお渡ししております。市役所までわざわざくる予定はないよという



１２

ところは、各コミセンに置いてます。ですから豊川でもいいですし、のぞみでもいいですし、住吉で

もいいですし、沼ノ端でもいいですし、そういうところにあります。あとは、町内会のほうにもお預

けしてますんで、町内会のほうから貰うっていうのも一番近い方法だと思いますんで、どうぞよろし

くお願いいたします。

（Ｋ委員）

はい、ありがとうございます。

（橋本会長）

はい、ありがとうございました。

Ｌ委員、なにかございますか。

（Ｌ委員）

昨年、ゴミ箱の件で早急に来ていただいたんですけども、原形をとどめているということで、対象

外ということだったんです。で、それからまた状況がひどくなって、個人的に４回も直してるんです

よね。で、上のほうにかかってる網の破れ等もありますので、できたらもう一度見にきていただけま

せんかという願いと、引越しして来た人がダンボールに名前入りで畳んでそのまま置いてあるんです

よね。パトロールなんかでそのままの状態であるんですけども、次の日見たら無くなってるっていう

そんな感じなんですけど、それを何回も繰り返しされて同じ人なんですけども、そういうふうな時っ

て、パトロール委員さんがこちらのほうに連絡いれて、こちらのほうから、その方に注意されるんで

しょうか。

（橋本会長）

この２点ですね。

（Ｌ委員）

はい。

（稲葉課長）

今の、まず最初にステーションの関係なんですけども、私共のほうもちょっと状況をもう一回把握

しなきゃならないんですけども、今の状況からしますと箱型のステーションだと思うんですけど、そ

れについては早急に改善はできると思いますんで、それについては現状を見させていただいて改善し

ていきたいと思います。

それともうひとつ、ダンボールが出されているということで、おそらく紙類と、よく言われるのが

紙類と間違って回収してもらえるもんだと思ってダンボールを出しているという状況のなかでは収集

していかないんで、それについては、私共のほうもパトロールが見に行って原因者がわかる状況であ

れば原因者のところに指導に伺って適正な排出してもらう。とくにダンボールについては、集団回収

のほうにまわしていただくということが前提になりますんで、それについては適正に回収してもらう

ようなかたちで出してもらうことになりますんで、再度確認に行かせていただきたいと思います。

（橋本会長）

よろしいですか。

では、Ｍ委員。
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（Ｍ委員）

先ほどの不法投棄の件なんですけど、人の所有地でなかなか難しい問題があるなかで、同じ町内会

のなかで、ご本人にすれば財産だというようなごみ屋敷とは言いませんが景観上、あと防災とか防犯

上ちょっと見かねるようなそういうところがあると、当然コンテナが斜めになっているだとか古い車

があるんだけど、なんもされてないという、そこには住んでらっしゃると思うんですけどね。そうい

うような敷地のご家庭に対してのごみと扱えるかは別なんですけども、指導監督についてはどうなん

でしょうか。町内会を通じてでも立会い求めて指導っていうのに入れるのか。

（西田部長）

たとえば、いまよく言われるごみ屋敷みたいな家の敷地のなかにもいっぱいごみ、私達からすると

ごみみたいなんですけど、ご本人にとっては「いやいやこれ大事な物だよ」っていうかたの対応につ

いては、そのごみっていうのは自分が廃棄物じゃなければごみ扱いじゃないんで、私共では手が出せ

ない物だと思います。ただ、地域のなかで景観上だとか、防災上だとかそういう面で不安だよってい

うこともありますよね。たしかにね。そういうものにつきましては、私共ではなくて、部が変わるん

ですけど市民生活部っていうなかに担当課がありまして、そちらのほうの担当になると思います。た

だ、やはり先ほど言ったように、ご本人がごみだと意識をもっていただかないとなかなか片付けられ

ない問題はあると思いますので、そのへんはよく話し合いが必要かなと思います。

（橋本会長）

はい、ありがとうございます。

Ｎ委員は、はい。

（Ｎ委員）

不法投棄について先ほどお話ししてたんですけど、同じような質問になるかもしれないですけど、

私は実家のほうが勇払のほうで、よく散歩ではないんですけどジョギングするので走ってみたりする

んですけども、とくに魚釣りの人とか、釣り人だったりとか、夏場とくに暑い時期から暖かくなって

くると若者とか家庭でバーベキューしにきたりとかという、海の海岸沿いっていうのはどこの所有に

なるんでしょうかね。管理になるんですか。

（山村室長）

勇払の海岸線だというふうに。

（Ｎ委員）

釣り人が多くいるのは前からわかっていたんですけど、とくに暖かくなってくると煙がたってるわ

けですよ。バーベキューやらなんやらで。どっからきてるかわからないけど、海水浴場っていうのは

苫小牧にはないもので、それであーいうところにきてやってるのかなっていうのがあって、で、必ず

といっていいほど、そこやってるなと思ってまた通るとごみを置いてるわけですよ。あの、車が置い

てったんだなっていうのはだいたいわかるんですけど、わざわざそこまで車のナンバーを調べるあれ

ではないので、警察ではないのでそこまではやらないですけど、どこの管理って言う意味でいえばも

し苫小牧市の管理であるのであれば、そういう車とかを自由に行き来させるはどうなんでしょうねっ

ていうところなんですよね。

（山村室長）

港の部分というか海岸線に関しては、私の記憶では、たしか港管理組合だったというふうに記憶し

ております。で、問題はそこから後ろのほうといいましょうか、民地側の後背地になると北海道とか
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国とかというかたちで分かれてはいるんですが、基本的には港管理組合のほうでそのへんは全部把握

しているはずですので、こちらのほうから港管理組合のほうにお伝えいたします。今、Ｎさんがおっ

しゃってるような車が入っていけるいけないというところは、管理しているところで止めるなり、あ

まりにもごみが捨てられるのであれば止めてしまうという手もあると思います。で、実際私共も海岸

線のところのほうで不法投棄がひどくって、国にほうにそのへんをお伝えして入りづらくしていただ

いたこともありますので、そのへんはこちらのほうで提案はできるかと思います。

（橋本会長）

詳しい内容は後ほど。

（Ｎ委員）

家庭ごみのことはわかったんですが、事業用のごみっていうのはどうなんでしょうね。

あと、私、柏原とかにちょっといったことがあるんですけども、埋立地というのはどうなんでしょ

うね。埋立はまだかなり増えてるんでしょうかね。

（橋本会長）

２点ですね。柏原っていうのは最終処分場ことですか。

（Ｎ委員）

はい。

（山村室長）

一つ目としましては、事業系の不法投棄ということになりますと、これは産業廃棄物の不法投棄と

いうことになりまして、事業を絡んだものの不法投棄になりますと、家庭の一般のかたが捨てるより

もさらに法律的に厳しくなります。で、それが見つかった場合は一般のかたであれば１，０００万以

下の罰金とかいうふうに規定されているんですが、事業者だと３億以下というかたちで一気に跳ね上

がるようなかたちになっております。ただ、産業廃棄物の不法投棄に関しては私共も警察とタイアッ

プしながら、これは一般廃棄物か産業廃棄物かというところは調べますが、産業廃棄物となると北海

道の管轄となりまして、北海道のほうにそのへんをお伝えして、北海道のほうで今度は取り締まるよ

うなかたちになってきております。

で、もう一つの柏原の件ですけども、柏原に産業廃棄物の埋立処分場は前にはございましたが、た

しか平成２０年、２１年頃に埋立満了になりまして、今現在は埋立はしておりません。で、今柏原に

今あるのが一般廃棄物の処分場だけです。全部で１～５ブロックまでございまして、１～４ブロック

に関しましては、もう埋立が終了いたしまして、平成２２年から第５ブロックというのを建設いたし

まして、そちらのほうを今は利用している状況です。

（橋本会長）

よろしいですか。

じゃあ、Ｏ委員何かございますか。

（Ｏ委員）

ごみ１１０番の件なんですが、ごみ１１０番、昨年はうちの向かいにあるごみステーションに捨て

てあった不法投棄の布団をすぐ１１０番に電話して回収していただいて、これはありがたいシステム

だなというふうに感じていたんですが、今年の７月からその今までうちの向かいの空き地にあったス

テーションが空き地が販売されるということで、ごみステーションの行き場がなくなったと困ってい
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らしゃったので、うちのまわりには小さなお子さんもたくさんいらっしゃるので、他のお宅の前に置

くのはかわいそうだなと思って、うちの敷地にごみステーションを７月から設置し、それを許可して

してるんですけども、自分の敷地の中になって、土曜日とか、日曜日とか、金曜日の夜とかに不法投

棄があって、それをごみ１１０番に電話しても留守番電話の対応になって、その週末ずっと誰が捨て

た布団なのかなんなのか、中身がなんなのかわからないごみとともに週末を送らなきゃならないって

いうふうなことが、この夏に何回かありまして、最近は減りましたし、その不法投棄があって月曜日

の朝になると収集車よりも前に清掃事業課のパトロールの方がきていただいて持っていってくださる

ので、ずっとそれが他の一般のステーションみたいに２週間置きっぱなしで野ざらしにされているっ

ていう状況はないんですが、このごみ１１０番の時間というか対応について改善できないものかなっ

てお願いです。その不適正排出というか、ステーションに日にちを守らないで排出しているごみとか

は、７月からうちに今まであったなかで毎回違う日に排出されているのを自分なりに写メにとって記

録してたんですけども、きちんと分別はされてて、きちんと袋も有料のものは有料の袋に、そうじゃ

ないものは透明、半透明の袋ってなってるんですが、ただ、出す日が違うってだけで家の中のごみが

溜まったからとりあえず入れとけって分別してるんだからいいでしょみたいな感じで、入れているご

みがほとんどでした。で、私が思ったのは、私もプラスチックのごみは１週間家のなかのゴミ箱では

溢れてしまうんですね。４５ℓの一番大きいゴミ箱にはしてるんですけども、踏んでも踏んでもプラス

チックの収集日の前には溢れてしまいます。先ほどのお話では、燃えるごみは生ごみ等もあることか

ら週２回の回収は変えないってことだったんですが、逆に燃えるごみのほうは分別といらないものは

持ち込まないとか、なるべく過剰包装は断るなどいろんなことをして、燃えるごみのほうは１週間で

２０ℓの袋いらないくらいなんですね、ただ、プラスチックのほうは４５ℓのほうは足りないくらいな

んですね。なのでプラスチックの回収を増やしていただけないかなと、そのためには先ほどのご説明

にもあった３きり運動とかをますます啓発していただいて、水切るなりなんなり、コンポストにする

なりということをさらに強化していただければいいなと思います。

（橋本会長）

はい。本当にステーション設置のお宅は大変だなというふうに思っております。この２点よろしい

でしょうか。

（稲葉課長）

ステーションの関係なんですけども、ステーションというか１１０番、不法投棄の関係の１１０番

だと思うんですけども、これについては大変申し訳ございませんが業務時間対応の中で、業務外の時

間については留守電対応というか留守番対応っていうかたちで対応させていただいております。た

だ、いま不法、不適正どちらかというと布団ですとかそういうものらしいということで、不法投棄に

近い物らしいということなんですけども、ステーションを今回空き地からそちらのお宅の方へ、Ｏ委

員のほうに置かせていただいているという状況のなかで、何軒くらいで利用されているのかはわかり

ませんけども、今後、不適正に対しての対応としては私共が進めているのが、折りたたみ式というか

たちで収集日のみというか収集される時間だけ組み立てて回収を終わりますと畳んで隅っこに置いて

もらうというかたちで、できるだけ投げ込まれるのも防ぐという状況も、今現在進めておりますなか

では良い結果がでているというふうに判断しておりますので、そううことも対応できないかどうか、

また委員さんのほうとお話ししていきたいなと思いますのでよろしくお願いいたします。

（山村室長）

プラの収集日が少ないというお話しだったと思いますが、実はいま、先ほどの委員ほうからもお話

あったように２０％のごみが減った理由とかですね、あと収集体勢が現在どうような状況なのかって

いうところをアンケート調査をいまかけております。で、その結果を基にいたしまして、実際に紙も
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ちょっと少ないんじゃないかというご指摘もございまして、本当に皆さんそう思っていらっしゃるの

かっていうところが、ちょっと私共もつかめないところもありますので、そのへんもいまアンケート

調査を市内２，０００名ほどなんですが、無作為で抽出いたしまして、そちらの方々に今アンケート

をかけております。で、その結果を見まして、収集の回数とか収集のやりかたとかそのへんのご不満

のあるところをそのアンケートから読み取りまして、そちらのほうも解消していきたいというふうに

考えております。

（橋本会長）

はい、どうぞ。

（Ｏ委員）

もう一つなんですけども集団回収奨励金のことなんですが、うちの町内会、私は拓勇東町内会の役

員もしておりまして、今年度から、今までは小学校と中学校の収集したものすべて小学校と中学校の

ほうにお渡ししてたんですけども、今年から年に４回だけ町内会の回収日というのを設けまして、そ

れで実施したところ１回の金額が住宅も世帯も多いものでかなりの金額だった。で、これは私共の町

内会の防災、自主防災組織をつくっていくので経費あてようということで、これも一生懸命やってい

るところなんですが、私共の町内会ではずっと昔から業者のほうにお願いして、小学校と中学校の回

収も町内会もすべて同じ業者にお願いして、業者が手数料を引いて残りを町内会のほうにくれるとい

うふうになってるんですけども、私共は業者なんで楽ですしいいんですけども、集団回収の目的の一

つであれば地域の協力体制とか共同を育むというふうな部分で、小さな町内会で業者を使われていな

い町内会、小学校とかでもあると思うんですけども、住民が車出したりして一軒一軒集めたりしてい

る地域もあると思うんですけども、そういうところとの奨励金のちょっと差をつけてもいいのかなっ

て。うちの町内会にたくさんくださいってお話しではなく、一生懸命手で回ったりしているところも

あるっていううふうに聞いてますので、そのへんの奨励金の差みたいなのを何かお考え等があれば教

えていただきたいなと思います。

（相木課長）

集団回収の奨励金の関係のご質問のことだったと思うんですけども、集団回収の奨励金の対象は市

内の古紙回収業者を申込するときに選んでただいているんですよね。で、そちらから選んでいただい

た業者さんにお願いして売却するというかお願いするっていう。そうしないと奨励金の対象としてご

ざいませんので、今市内で集団回収されている団体さん町内会さんあるんですが、そちら一律同じ登

録されてる市内の回収業者さんを選んでいただいて、奨励金をお支払いしてますんで、今言ったよう

な差異がでるようなかたちにはなっておられないと思いますんで、そこをご理解いただきたいと思い

ます。

（橋本会長）

はい。

（Ｏ委員）

その件についてわかったんですけども、今初めて知ってわかったんですが、たまにスポーツ少年団

とかで、戸別にピンポン押してあらかじめチラシをポスティングしてピンポン押して協力してくださ

いってくる時もあるんですが、あの方々は奨励金は貰っていないってことなんですよね。

（Ｃ委員）

ちょっとよろしいですか。
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（橋本会長）

はい、Ｃ委員。専門家ですので。

（Ｃ委員）

私、苫小牧資源リサイクル事業共同組合で、今Ｏ委員が言われたとおり団体回収の組合から来てる

者ですから、どのタイミングで言おうかなって思ってたんですが。それで今市からの奨励金っていう

のはあくまでもうちの組合を加盟している組合員に頼んでくださいということで、奨励金額はどうい

うやり方をしようと一緒です。ただ、正直なところを言いますと組合として、たとえば新聞の値段は

一律これですよ。ダンボールの値段はこれですよとしますと独禁法の関係がございますので、その回

収団体、団体である買入価格っていうのがあるんですよね。新聞については何ぼで買わせていただき

ますっていうのがあるんで、拠点回収っていうか何箇所かにまとめて新聞、雑誌回収する場合と、町

内会をまわって回収する場合だと、ある程度まとまってるほうが業者としてはそこでぽんと積んでく

ればいいので、買入価格は何十銭か違いはでてきます。で、いま先ほど地域の繋がりとかそういう面

で町内のかたがお手伝いしてということで過去は何十年前はやってたんですよ。ただ、町内活動をし

ていただける、手伝ってくれる方々がどうしてもご高齢になってきているので、車も２台３台って繋

がっていくもんですから、だいたい今組合の回収で９０％は業者のみでやっております。正直言って

悪いんですけど、手伝っていただいて前もあったんですけど、あってはいけない事故なんですけど荷

台から落ちちゃったとか、走ってて皆さん新聞があると新聞だけにめがいっちゃって新聞をとりにい

ったら横見たら車があったとかっていうようなことになってるんで、今現状としては９０％業者にや

ってもらっているってことです。よろしいでしょうか。

（橋本会長）

事務局、付け足すことはないですね。

はい、それではＰ委員なにかございますでしょうか。

（Ｐ委員）

初めて出させていただいて勉強不足で申し訳ないんですけど、ごみと資源の分け方なのかなと考え

てございます。さきほど２３％減量したということで、これは、要はステーションごみの部分だろう

なと思いますんで、これが２３％が多いのか少ないのかということで冒頭、質問しようかなと思った

んですけど、Ｇ委員から評価できるという表現があったものですから，そう簡単に急には減らないん

だろうということで、まだ１年でございますんで、これから見ていかなきゃならないかなと思います。

ただ、資源の部分がたいへんパーセンテージ的には少ないんでしょうけど、パーセンテージで相当増

えているということは、これ市民として評価できるんではないかと思います。こういうことが進むこ

とによってごみが徐々に減っていく、ごみというのは要は不要な物ですよね。資源でなくなるものと

いうことだと思います。また、その１万トンについても、やはり不要になるものはなかなか家に入れ

ないということが徐々にしみついてきているんではないかなというふに考えてございます。

あと、不適切な出し方、これやはり集合住宅の方々、その人が変わるということもあるんだろうと

も思いますけども、そういった集合住宅の多い地域に多く見られるような気がします。なかなか守っ

ていただけないというのは現状なのかなということで、やはりそういった市民に対する周知、ＰＲと

いうものに、また今後は力に入れていただければありがたいなと思います。また、市民サイドから言

えば、そういったことのマナーをきっちり守るということを日頃気をつけていかなきゃならないのか

なということでございます。いずれにしてもごみでございますので、ゼロにはならないと思いますけ

ども、ゼロに近づけるということで、全て資源にするということに心がけていかなきゃならないのか

なとよいうふに考えてございます。質問でもなんでもなく、意見でもなく、感想でございますけども

以上でございます。



１８

（橋本会長）

はい。ありがとうございます。

それでは、Ｑ委員なにかございますか。

（Ｑ委員）

町内会を見てると、皆さんがよく守ってやってくれているなと思うんですけども、やはりある特定

の人が同じようなかたちで、その特定のかたが一番困るんですね。その人たちが守ってないというか、

だから僕等に言わせればカメラなんかでもそのごみステーションにつけて誰がやったんだってわかっ

て、その人の所にいけば必ず直してくれるような、そんな感想を持っておるというのが現状なので、

だから一つのステーションに１人ぐらいが同じことを繰り返してる感じなんだよね。ですから、それ

らをどうすればそのごみステーションが綺麗になるのか、とくにプラの時にやっぱり問題になると、

例えば、生ごみの場合だと前の日に出したにしても次に日に持っていってくれるだとか、その有料ご

みなんでね。そういうことの認識はあるんだけども、そのプラの時にその色々な物を入れて、そして

結局置いていかれると、そうすると１週間たっても２週間たってもおかしくなるんで、そうするとま

た市民のかたもこのように置いとくと、いわゆる馬鹿らしくなるというか、守らなくてもいいんでな

いだろうかっていう意識をまた持たれたら大変なのかとというのが僕の感想です。以上です。

（橋本会長）

ありがとうございます。

皆さんのご意見を聞いて、概ね苫小牧市民のかたの排出に対してはきちんと出してるかたが多いの

ですが、一部にほんの一部になんだけれどもマナー違反をしている人がいるということもあって、こ

のごみ減量に対して、それがマイナスに働いては困るなというふには思うんですが、とにかくリバウ

ンドをしないようにというような皆さまの概ねのご意見だったと思います。今、ある程度ご発言が無

かったかたにご発言いただいたんですが、全体を通して今日の審議会にもう一度意見を言いたいとい

う方いらっしゃいますか。

それでは、Ｆ委員。

（Ｆ委員）

広報の件なんですが、昨年度１０月の記事のなかに市長が定例会で述べた基本講習、一つは、その

なかで減量化に関するもので４番目の１項、このなかで解釈の違いだと思いますが、家庭ごみの戸別

収集は段階的な実施に向けて取り組みをしておりますというような記事が出てます。これ、戸別収集

というのは非常に誤解をしやすいと思います。会議を聞いてますと、集団回収、民間業者のかたが戸

別に集めるという表現なんでしょうか。

（橋本会長）

戸別収集の理解ということで。

（山村室長）

戸別収集というのは、いま苫小牧市でおこなっているのは、ごみのステーション収集となっており

ます。で、戸別収集というのは各個人個人の家にステーションを置いて、各個人個人の家のごみをそ

こに出していただいて、それを収集していくということになります。ですから、その人の家の前にご

みを出す。出し方がバケツとか箱なりを用意して、そこにそのかたがごみを自分の家の敷地内にごみ

を置く場所を作って、そこにごみをいれてそれを収集していくというのが戸別収集になります。で、

今現在、戸別収集っていうのも先ほどの説明にもあったんですけども、これを段階的にやっていけな

いものかということで、今検討に入っているところでございます。
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（橋本会長）

マナーの点でも自分の家の前に置けば変なことしないだろうということなんですが、先ほどの説明

もありましたけど、コストがかかりますというところで今は段階的にというお話しになってると思い

ます。よろしいですか。

（Ｆ委員）

それでは、各家庭のところに置いてもらってそれを戸別的に収集するということなんですね。

（橋本会長）

よろしいですか。

（山村室長）

たしかに、いま委員がおっしゃったように各家庭にということになりますけども、ただ他の町で石

狩市なんかでもやってるんですけども、他の市の状況を見ますとただ敷地内にごみの入った袋をぽん

と置いてると当然ながら猫とかからすにやられますので、何か入れ物を用意しなければならないとい

うことを見てきております。ですから、例えば大きいバケツみたいのに、石狩市はバケツみたいのを

用意していただいてその中にいれている現状でございますが、例えば、今ある大きいステーションの

こじんまりとした小さいステーションみたいのを、例えば日曜大工で作られるかたもおりますし、で

すから、そういうようなのは今のところはどういうような入れ物を作りなさいというのは考えており

ませんけども、おいおいそのへんも検討していかないと駄目だなというふうに考えております。

（橋本会長）

はい、よろしいですか。

Ｈ委員。

（Ｈ委員）

そうすると、そういうふうなちょっと私も不勉強で、そんなふうに進もうとしているのかっていう

感じだったんですけど。それはそういうふうにやるってことになったら審議会で検討するっていうこ

となんですか。黙ってたらそういうふうに進んでいきますっていう市の方針ではそういうふうに考え

ていらっしゃるってことなのかしら。

（西田部長）

当然ながら、審議会のほうには協議はさせていただきます。で、あくまでも先ほども言いましたけ

ども、来年度この計画が見直しになります。そのなかでそういうものもどうなんだろうか、できるん

だろうか、というようなことで審議会のほうにも当然協議はさせていただいて、最終的には協議結果

がまとまればっていうのかな、議会にも諮りますけども、そういうものを踏んで市民の意見も聞いて

ということになりますんで、ご理解いただきたいと思います。

（橋本会長）

はい、それではお約束の時間が近づいてまいりましたので、事務局から今後について説明していた

だきます。よろしくお願いします。

（事務局）

今後の開催予定と次期１１次審議会委員の公募について説明させていただきます。

第１０次審議会の任期は、平成２７年３月３１日までとなっており、来年３月に後１回の開催を予
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定しております。

平成２７年４月１日からは次期、第１１次の審議会となりますが、その委員の公募につきましては、

例年より１ヶ月早く始めて、広報とまこまい１月号等に募集記事を掲載していく予定であることを報

告いたします。

事務局からは以上です。

（橋本会長）

はい、それでは、本日の審議会はこれで終了といたします。

委員のみなさまのご協力に感謝申し上げます。

ありがとうございました。


